
（令和５年度）
本学と自治体・産業界等との協定に基づく連携実績一覧

協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

名張市
名張市と皇學館大学との連
携に関する協定書

平成19年3月19日

（１）地域文化の振興
（２）福祉の推進
（３）生涯学習
（４）地域の活性化
（５）快適環境の創造
（６）その他必要な事項

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　12名
・ふるさと講座
　⇒「伊賀の古墳と交通路― 美旗古墳群を考える ―」（9月10日）受講者72名
　⇒「天正伊賀の乱と伊賀の中世城館」（2月18日）　受講者75名
・CLL活動　⇒　「ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト」　参加学生3名
・伊賀市・名張市合同企業説明会の参加

（１）地域文化の振興
（２）福祉の推進
（３）生涯学習の振興
（４）地域の活性化
（５）環境の保全・再生
（６）教育の充実
（７）その他必要な事項

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　のべ59名
・伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議　委員（企画調整課）
・伊勢市と皇學館大学との包括連携協定に基づく定期連絡会議　⇒　令和6年2月8日
・ゲストスピーカー
　⇒　伊勢志摩共生学（1年次必修）（伊勢市長）
　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（企画調整課）
　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ（市民交流課）
・CLL活動
　⇒　「広報いせ」特集記事制作プロジェクト（広報広聴課）：参加学生9名
　⇒　若者の投票率UP！プロジェクト（選挙管理委員会事務局）：参加学生5名
　⇒　The Histories of Ise　行政文化資源の利活用（文化振興課）：参加学生3名
　⇒　宇治山田賑わい（文化政策課）
　⇒　だれもが働きやすい（市民交流課）
　⇒　大学生によるごみ（ごみ減量課）
　⇒　インクルーシブ（スポーツ課）
　⇒　消防団の（消防本部消防課）
・いせトピア（生涯学習センター）講座講師／まなびのネットワークづくり会議参画
・環境学習の連携（環境課）
　⇒　教育学部生物学ゼミによる小学校の出前授業
　⇒　環境フェアの参画
　⇒　環境に関するアンケート調査
・教育学部国語教育学ゼミによる小学校の出前講座（学校教育課）
・学生ボランティア
　⇒　教育支援センターNESTの支援（ボランティア部／教育研究所）

・教育支援ボランティア（教職支援担当／学校教育課）
・子どもの学習支援事業「プラス」（ボランティアルーム／福祉総合支援センター）
・図書館ボランティア
　⇒　伊勢図書館にておはなし会の実施（社会教育課）
・委託事業
　⇒　外国人短期留学生招聘及び情報発信事業「伊勢と日本スタディプログラム」（観光誘客課）
　⇒　総合型地域スポーツクラブ合同体験教室
・伊勢志摩コンベンション機構事業協力（伊勢神宮と神道文化について講演）（観光誘客課）
・その他本学教職員、学生（部活動） の関わり
　⇒　次世代育成事業「伊勢っ子」育て事業でのサポート隊、運営（レクリエーション部／観光振興課）
　⇒　花火大会会場準備撤去（硬式野球部／観光振興課）
　⇒　スマートシティ伊勢を考えるワークショップ（デジタル政策課）
　⇒　ちびっこ超人選手権大会の運営（陸上競技部／スポーツ課）
　⇒　インクルーシブスポーツフェスタ、ポッチャ交流大会の運営（ボランティア部／スポーツ課）
　⇒　お伊勢さんマラソン協力（レクリエーション部、硬式野球部、ボランティアルーム、駅伝競走部／スポーツ課）
　⇒　いせ人権映画祭ポスターおよびチラシ提供（美術部／人権政策課）
　⇒　こども夏まつり、新春まつりのコーナー担当（レクリエーション部／社会教育課）
　⇒　ヘルスアドバイザーでの運動講座、ウォーキング大会、ウォーキングコースの検証（健康課）
　⇒　看護補助者の雇用促進（経営企画課）

三重県立博物館
皇學館大学と三重県立博物
館との連携に関する覚書

平成24年12月25日

（１） 三重県の文化振興における重要なパートナーとして、相互に連携協力する。
（２）双方に連携協力・連携調整の窓口を設置し、連携協力体制を構築する。
（３）双方が有する知的資産と、県内外の関連する歴史・文化資産の保全及び活用方法につ
いて協議及び試行を行う。
（４）その他、双方の相互発展に関する事項について協力する。

⇒三重県総合博物館へ

三重県社会福祉協議会
皇學館大学と三重県社会福
祉協議会との連携に関する
協定書

平成25年2月15日

（１）地域福祉推進活動に関すること
（２）地域福祉を担う人材の育成に関すること
（３）新たな地域連携のモデル構築に関すること
（４）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　3名

明和町
皇學館大学と明和町との包
括連携に関する協定書

平成25年3月25日

（１）地域の歴史や文化の振興に関すること。
（２）地域の活性化に関すること。
（３）教育の充実に関すること。
（４）福祉の推進に関すること。
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認められること

・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（まちづくり戦略課）
・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（まちづくり戦略課）
・明和町産学官連携伊勢麻振興プロジェクトにおいて連携
・その他　⇒　斎王まつりにて雅楽部演奏

伊勢市
伊勢市と皇學館大学との連
携に関する協定書

平成20年7月11日



（令和５年度）
本学と自治体・産業界等との協定に基づく連携実績一覧

協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

公益財団法人
三重こどもわかもの育
成財団

学校法人皇學館 皇學館大学
と公益財団法人三重こどもわ
かもの育成財団との連携に
関する協定書

平成25年11月1日

（１）乙における児童・青少年の育成推進活動に関すること
（２）甲及び乙における児童・青少年の育成を担う人材の育成に関すること
（３）甲における課題解決学修やインターンシップ等を通じた人材の育成に関すること
（４）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・インターンシップ　⇒　3名
・学生ボランティア　⇒　「みえこどもの城アート工作企画補助・遊具遊び見守り等」3名
　　　　　　　　　　　　　　　　「キッズおしごと広場」20名
　　　　　　　　　　　　　　　　「サイエンス広場」14名
・みえこどもの城フェスティバル　よさこい部“雅”9名演舞披露

三十三銀行
三十三総研

皇學館大学と三重銀行及び
三重銀総研との人材育成に
関する連携協定書

平成25年11月19日

（１）大学における地域課題解決学修（講師派遣・科目提供・実習施設紹介等）やインターン
シップ（派遣先紹介等）等を通じた人材育成に関すること
（２）大学の教育課程編成に係る地域ニーズやグローバル化を踏まえた提言に関すること
（３）地域の活性化・地域産業の振興に関すること
（４）地域連携のモデル構築に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認められること

・産学協働講座の開講
　⇒　「グローバル化と地域の経済社会」　受講学生175名
　⇒　「伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ」　受講学生103名
　⇒　「伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ」　受講学生105名
・インターンシップセミナー等の開催　参加学生のべ44名
・学内業界・企業研究会　参加学生146名

百五銀行
百五総合研究所

皇學館大学と百五銀行及び
百五経済研究所との連携協
定書

平成25年11月21日

１）大学における地域課題解決学修（講師派遣・科目提供・実習施設紹介等）やインターン
シップ（派遣先紹介等）等を通じた人材育成に関すること
（２）大学の教育課程編成に係る地域ニーズやグローバル化を踏まえた提言に関すること
（３）地域の活性化・地域産業の振興に関すること
（４）地域連携のモデル構築に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認められること

・産学協働講座の実施「地域再生論」
・学内業界企業説明会の実施

三重県農業大学校
皇學館大学と三重県農業大
学校との間における教育研
究交流に関する協定書

平成25年12月24日

（１）講義、実習及び共同研究等の実施とこれに伴う、学生、教員の交流
（２）大学と大学校が相互に関心を有する分野における人材養成及び人材交流
（３）その他大学と大学校が共に、本協定の目的を達成するために必要と認めた事項

・講師及び教育プログラムの提供
　⇒　「作物栽培学講義」　受講者：36名
　⇒　「作物栽培学実習」　受講者：5名
・講師派遣（2名）
　⇒「くらしと経済」　受講者31名
　⇒「現代社会と文化」　受講者31名

三重県総合博物館
皇學館大学と三重県総合博
物館との相互協力協定書

平成26年2月26日

（１）双方の知的資産を活用し、三重に関連する地域資源の探求・保存継承・活用発信を行う
こと
（２）双方の知的資産、および三重に関連する地域資源を活用し、次世代を育成する活動を
行うこと
（３）双方が持つ知的資産を、相互に利用しやすくする取組を実施すること
（４）他大学や園館、および関連ある団体とも連携を推進していく取組を実施すること
（５）その他、両者が必要と認めること

・講師派遣（2名）
　⇒　「博物館資料保存論」：学芸員による講義と収蔵庫・展示室案内　受講学生46名
　⇒　「博物館実習Ⅰ」：展覧会の展示準備撤収作業の補助　受講学生23名
　⇒　「博物館実習Ⅱ」：刀剣実習　受講学生17名
・ワークショップ
　⇒　家庭科教育学ゼミ「親子向け体験講座」　参加者44名

第三銀行

皇學館大学と第三銀行との
地域活性化と人材育成に関
する連携協定書

平成26年3月20日

（１）大学における地域課題解決学修（講師派遣・科目提供・実習施設紹介等）やインターン
シップ（派遣先紹介等）等を通じた人材育成に関すること
（２）大学の教育課程編成に係る地域ニーズやグローバル化を踏まえた提言に関すること
（３）地域の活性化・地域産業の振興に関すること
（４）地域連携のモデル構築に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認められること

⇒三十三銀行、三十三総研へ

一般財団法人
東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会組織
委員会

協定書
平成26年6月23日

１）人的分野及び教育的分野での連携
２）オリンピック・パラリンピック競技大会に関わる研究分野での連携
３）オリンピック・パラリンピック競技大会の国内PR活動での連携
４）オリンピックムーブメントの推進及びオリンピックレガシーの継承に関する連携

⇒情報共有のみで継続

三重県、伊勢赤十字病
院

三重県と伊勢赤十字病院及
び皇學館大学とのＥＰＡ（経
済連携協定）に基づく外国人
看護師候補者への支援に関
する連携協定書

平成26年8月25日

（１）外国人看護師候補者の日本語教育に関すること
（２）外国人看護師候補者の乙における就労研修に関すること
（３）外国人看護師候補者の看護師国家資格取得に向けた支援に関すること
（４）外国人看護師候補者受け入れ施設（乙）の研修体制整備に関すること
（５）その他前各号の目的を達成するために必要と認められること

三重県、医療法人伊勢田中病院へ（担当が県で同じ）

公益財団法人
三重県文化振興事業団

公益財団法人三重県文化振
興事業団と学校法人皇學館
皇學館大学との生涯学習振
興に関する連携協力協定書

平成27年3月5日

(1)　三重県の生涯学習振興の支援に関すること
(2)　専門性を活かした高度な学習機会の提供に関すること
(3)　学校教育活動等における支援に関すること
(4)　インターンシップ等就業体験の受け入れに関すること
(5)　各種会議等への有識者派遣に関すること
(6)　その他前条の目的を達成するために必要と認められること

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　1名
・連携協定事業
　⇒　「倭姫宮御鎮座１００周年について」（6月17日）受講者86名
　⇒　みえアカデミックセミナー2023「地域で育つ 地域が育つ －主体的に活動する学生事例から－」（8月27日）受講者40名
　⇒　みえアカデミックセミナー2023移動講座
　　　　「鈴鹿に斃れた皇子 ―『古事記』『日本書紀』からみたヤマトタケル―」（9月14日）受講者27名
　⇒　みえアカデミックセミナー2023移動講座「熊野古道伊勢路の中世石造物」（10月1日）受講者19名
　⇒　NIPPONの原点を学ぶ三重の魅力発信セミナー
　　　　「「海」と「山」の熊野古道－人々はなぜ山路を歩いたのか」（10月27日）受講者４１名
・みえミュージアムセミナー皇學館大学佐川記念神道博物館
　　　　「初公開！伊勢御師の家伝資料～橋村一族の軌跡～」（11月3日）受講者74名
・インターンシップ　1名受け入れ
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協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

三重県教育委員会
皇學館大学と三重県教育委
員会との連携協力に関する
協定書

平成27年3月20日

（１）大学における教員養成の充実に関すること
（２）相互の教職員の資質能力の向上に関すること
（３）相互の教育活動への支援に関すること
（４）高校教育と大学教育との接続に関すること
（５）学校における体育・スポーツの支援に関すること
（６）社会教育の充実及び文化財の保護に関すること
（７）その他大学と教育委員会が必要と認める事項

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　23名
・教育養成の充実
　⇒①教育実習関係講座　学生参加　約230名
　 　②教員採用選考試験説明会　学生参加　約563名
・教育アシスタント活用事業　⇒　158名
・学生ボランティア　⇒　のべ25名（埋蔵文化財センターイベントのスタッフ）
・その他
　⇒　①学生の教員研修への参加　のべ44名
　　　 ②中学生・高校生ビブリオバトルの共催（12月24日）　教員・学生　計5名
 　　　③高等教育機関の専門的な知識や技能を生かす教育プログラム「まな便」への登録（３講座）　派遣実績１
　　　 ④大学の講座「考古学Ⅰ」へ出土資料の貸出

伊勢商工会議所
皇學館大学と伊勢商工会議
所との連携協定書

平成27年6月30日

（1）地域産業の振興及び創出による地域の活性化・雇用機会の
　　増大に関す　ること
（2）甲における地域課題解決学修やインターンシップ等を通じた
　　人材育成に関すること
（3）起業の促進、起業家の育成に関すること
（4）その他前条の目的を達成するために必要と認められること

・CLL活動　⇒　「「gift of Ise」プロデュースプロジェクト」：参加学生4名／地域活性化サポーターズFIT」：参加学生5名
・伊勢河崎本通り活性化会議と連携（情報発信）
・地域社会研究会オブザーバー参加

三重県
医療法人伊勢田中病院

三重県、医療法人田中病院
及び皇學館大学とのＥＰＡ
（経済連携協定）に基づく外
国人看護師候補者への支援
に関する連携協定書

平成27年11月9日

（１）外国人看護師候補者の日本語教育に関すること
（２）外国人看護師候補者の乙における就労研修に関すること
（３）外国人看護師候補者の看護師国家資格取得に向けた支援に関すること
（４）外国人看護師候補者受け入れ施設（乙）の研修体制整備に関すること
（５）その他前各号の目的を達成するために必要と認められること

・EPA(経済連携協定)に基づく外国人看護師候補者への支援
　⇒　教育開発センターにて、ベトナム人4名を受け入れ日本語教育支援を実施

鳥羽市
皇學館大学と鳥羽市との包
括連携に関する協定書

平成28年1月27日

（１）地域の歴史や文化の振興に関すること
（２）地域の活性化に関すること
（３）教育の充実に関すること
（４）福祉の推進に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認められること

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　のべ6名
・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（企画財政課）
・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ　１名（企画財政課）
・インターンシップ（伊勢志摩共生学実習）　⇒　9名
・CLL活動　⇒　「鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう！」：参加学生5名
・学生ボランティア　学生4名（バリアフリー促進）

鈴鹿市
鈴鹿市と皇學館大学との連
携協力に関する協定書

平成28年8月10日

（１）学校教育活動・保育活動等における支援に関すること
（２）インターンシップ等就業体験等を通じた人材育成に関すること
（３）学生の就職に関する情報提供
（４）前各号に掲げるもののほか、目的を達成するために必要と認められること

・学校教育活動・保育活動等における支援に関すること
　⇒　学校等訪問回数35回（小中学校13箇所）、市内14回（4箇所）
　⇒　特別支援教育基礎研修会　参加者32名
　⇒　研修会4回
　⇒　カウセリング、助言・指導等

玉城町
皇學館大学と玉城町との包
括連携に関する協定書

平成29年5月11日

（１）地域の歴史や伝統文化の振興に関する事項
（２）地域の活性化に関する事項
（３）教育の充実に関する事項
（４）福祉の推進に関する事項
（５）地域人材の育成に関する事項
（６）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　5名
・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（総務政策課）
・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（総務政策課)／伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ（農水省工課)
・インターンシップ（伊勢志摩共生学実習）　⇒　15名
・CLL活動　⇒　「TMKミライデザインプロジェクト」：参加学生1名
・委託事業　⇒　玉城町明るい未来づくりに関する調査研究業務

南伊勢町
皇學館大学と南伊勢町との
包括連携に関する協定書

平成30年8月21日

（１）地域の活性化に関する事項
（２）地域人材の育成に関する事項
（３）教育の充実に関する事項
（４）福祉の推進に関する事項
（５）地域の歴史や伝統文化の振興に関する事項
（６）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（まちづくり推進課）
・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（まちづくり推進課)
・インターンシップ（伊勢志摩共生学実習）　⇒　4名
・学生ボランティア　⇒　7名（伊勢志摩共生学実習内にて宿田曽港まつり／宿田曽大運動会）
・地域活性化対策支援業務　⇒　ワークショップ運営支援／廃校利活用（宿田曽小学校）検討支援・助言など

伊勢市選挙管理委員会
及び三重県選挙管理委
員会

選挙啓発の連携協力に関す
る協定書

令和2年7月20日
（１）通常時における選挙啓発に関する事項
（２）選挙時における選挙啓発に関する事項
（３）その他、目的達成のために必要と認められる事項

⇒伊勢市へ

特定非営利活動法人
FC.ISE-SHIMA

特定非営利活動法人
FC.ISE-SHIMA と皇學館大学
に関する協定書

令和3年7月16日

（1）人材育成、教育の充実に関すること
（2）まちづくり、にぎわいづくりに関すること
（3）環境の保全・再生に関すること
（4）地域の歴史や文化の振興に関すること
（5）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・学生ボランティア　⇒　6名（4月16日、6月4日）
・FC.ISE-SHIMAアカデミー（小学生）を対象としたボランティアに参加（4月3日、4月4日、8月22日、10月14日、10月15日）
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協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

志摩市
皇學館大学と南伊勢町との
包括連携に関する協定書

令和3年8月27日

（１）地域の活性化に関する事項
（２）地域人材の育成に関する事項
（３）教育の充実に関する事項
（４）福祉の推進に関する事項
（５）地域の歴史や伝統文化の振興に関する事項
（６）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・各種委員・講師等の教職員派遣人数　⇒　4名
・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（総合政策課）
・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（総合政策課）
・学生ボランティア（教育活動）
・教育実習　⇒　10名受け入れ

度会町
皇學館大学と南伊勢町との
包括連携に関する協定書

令和3年9月14日

（１）地域の活性化に関する事項
（２）地域人材の育成に関する事項
（３）教育の充実に関する事項
（４）福祉の推進に関する事項
（５）地域の歴史や伝統文化の振興に関する事項
（６）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（みらい安心課)
・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（みらい安心課）
・CLL活動　⇒　「度会カフェリョクプロジェクト」：参加学生5名

大紀町
皇學館大学と南伊勢町との
包括連携に関する協定書

令和3年10月4日

（１）地域の活性化に関する事項
（２）地域人材の育成に関する事項
（３）教育の充実に関する事項
（４）福祉の推進に関する事項
（５）地域の歴史や伝統文化の振興に関する事項
（６）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・ゲストスピーカー　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ（総務企画課)
・委員　⇒　伊勢志摩定住自立圏共生学運営会議（総務企画課）

一般社団法人 東紀州
地域振興公社

皇學館大学と東紀州地域振
興公社との包括連携に関す
る協定書

令和5年1月6日

（１）地域の歴史や文化振興に関する事項
（２）地域の活性化に関する事項
（３）教育の充実に関する事項
（４）地域の人材の育成に関する事項
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認められる事項

・早稲田大学オープンカレッジ「熊野詣と庶民の巡礼道」テーマ：味な熊野詣-伊勢路の祭り文化と食-
・ロングストーリーツアー造成事業熊野古道伊勢路巡礼の旅シンポジウム　基調講演、パネルディスカッション
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